
 報道関係者各位 

 2024年4⽉吉⽇ 

 ⽇本初*「治療アプリ✖ 患者のカルテデータ」から降圧薬との関係性を初公開 
 CureApp ⾼⾎圧症治療アプリ使⽤で降圧薬服⽤なし患者の83%がその後も⾎圧管理 

 を6ヶ⽉間維持、降圧薬服⽤患者においても34%で服⽤中⽌や減量 

 〜治療アプリは⾼⾎圧治療にどのような影響を与えたのか︖実臨床データで明⽰〜 

  株式会社Cur  eApp（キュア・アップ／本社︓東京都中央区 代表取締役社⻑︓佐⽵ 晃太） 
 は、当社が開発し2022年9⽉より医療機関にて医師による処⽅が開始している⾼⾎圧症治療 
 アプリ（以下、本アプリ）に関して、アプリデータと患者のカルテデータを収集し、患者の 
 ⾎圧および降圧薬の処⽅・服薬状況の推移について研究調査を実施しました。 
  本研究結果は、『 Therapeutic Research vol. 45 no. 3 2024 』へ掲載され、本アプリが実 
 臨床において、⾎圧管理の重要なアプローチの1つであり、降圧薬の減薬や中⽌に繋がる可 
 能性があることが⽰唆されました。 

 ※⾃社調べ・調査年⽉:2024年3⽉ ・調査範囲︓ 国内における製造販売承認取得および保険適⽤を受けた⾼⾎圧症治療アプリと診察データによる研究 

 問い合わせ先 
 株式会社CureApp 広報担当 Mail︓  pr-team@cureapp.jp 

 Tel 070-4473-3944（担当︓⼤⽬）/ 03-6231-0183 

mailto:pr-team@cureapp.jp


 本研究の⽬的 
  本アプリは2022年9⽉より医療機関での医師による処⽅を開始しています。その後、処⽅ 
 開始から1年後の2023年9⽉には、臨床現場における本アプリ利⽤患者の降圧効果の実態調 
 査を世界で初めて⾏いました**。 
  しかしながら、本アプリの⼊⼒内容だけでは患者の利⽤状況や降圧の状況、患者背景の把 
 握は可能ですが、降圧薬の併⽤および服薬状況ならびにその経過については明らかにできま 
 せんでした。そのため、本研究ではアプリデータと患者のカルテデータを紐付けることで、 
 患者ごとの降圧薬の処⽅の有無やその後の治療経過に関する考察を⾏いました。 

 **︓  https://cureapp.blogspot.com/2023/09/blog-post_26.html  （世界初、実際に処⽅された利⽤患者における降圧効果データを発表） 

 ベースラインから24 週間の降圧薬処⽅内容の変化 

 本研究の概要 
 ●  実施医療機関︓11施設 
 ●  対象患者︓2022年9⽉〜2023年4⽉までの間に本アプリを処⽅され利⽤を開始した患者 
 ●  観察項⽬︓患者背景、合併症、併⽤薬、医療機関情報等 
 ●  症例数︓83名（内、治療アプリ開始時において降圧薬服⽤なし42名、降圧薬服⽤中41名） 

   

 問い合わせ先 
 株式会社CureApp 広報担当 Mail︓  pr-team@cureapp.jp 

 Tel 070-4473-3944（担当︓⼤⽬）/ 03-6231-0183 
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 本研究の結果 
  本アプリ使⽤開始後 24週時点における患者の平均⾎圧（解析対象）は、降圧薬の服⽤の 
 有無に関わらず診察室⾎圧、起床時⾎圧、就寝前⾎圧いずれにおいてもベースラインからの 
 有意な低下がみられました。 
  また降圧薬を服⽤していない⾼⾎圧患者のうち、83%の患者においてはその後も継続して 
 薬物療法を開始することなく⾎圧コントロールが得られることが⽰唆されました。 
  既に降圧薬を使⽤している患者においても、34%の患者で降圧薬の減量または中⽌したこ 
 とが⽰されました。 
  よって、本アプリが実臨床において、⾎圧管理の重要なアプローチの1つであり、降圧薬 
 の減薬または中⽌に繋がる可能性が実際に処⽅された患者データによって⽰唆されました。 
   
    
 論⽂ 
  本研究の結果は、『 Therapeutic Research vol. 45 no. 3 2024 』に掲載  （2024年3⽉28⽇付） 
   
  タイトル︓    ⾼⾎圧治療補助アプリの処⽅実態調査 - アプリデータと診療録情報の突合によ 

 る後ろ向き観察研究 - (Prescription Status Survey of Digital Therapeutics for 
 Hypertension - A Retrospective Observational Study Based on the Matching of 
 App Data and Medical Records Data) 

  URL︓  https://www.lifescience.co.jp/tr/24/tr2403.html 

 ⾼⾎圧症治療アプリについて 
 ・本製品は医師の診断のもと処⽅され、患者が使⽤する管理医療機器です 
 ・販売名︓「CureApp HT ⾼⾎圧治療補助アプリ」 
 ・承認番号︓30400BZX00100000 

 株式会社CureAppについて 
  2014年に2名の医師により創業した医療系スタートアップで、治療効果が治験にて証明され医療現 
 場で医師が患者に処⽅する「治療アプリ」を研究開発・製造販売する医療機器メーカー。 
  2020年、スマートフォンで動作する疾患治療⽤のソフトウェア医療機器として、禁煙治療領域に 
 おいて世界初*の製造販売承認取得および保険適⽤となった。その後、⾼⾎圧症領域においても2022 
 年4⽉に世界初**の製造販売承認取得、同年9⽉に保険適⽤。その他、NASH / 減酒 / がん / 慢性⼼不 
 全 / 慢性腰痛症など複数の疾患に対する治療アプリの開発を進めている。 
  また、⺠間法⼈向けの健康増進サービスであるascureモバイルヘルスプログラムも運営し、「 
 ascure卒煙プログラム（禁煙）」、「ascureDr.受診勧奨（⾼⾎圧）」、「ascure 重症化予防（⾎圧 
 コース）」において、現在360法⼈（うち健康保険組合が270組合契約）で導⼊されている。 

 *⾃社調べ ・調査年⽉:2020年12⽉ ・調査範囲︓ 製造販売承認取得および保険適⽤を受けたニコチン依存症治療アプリ 
 **⾃社調べ ・調査年⽉:2022年9⽉ ・調査範囲︓ 製造販売承認取得および保険適⽤を受けた⾼⾎圧症治療アプリ 

 問い合わせ先 
 株式会社CureApp 広報担当 Mail︓  pr-team@cureapp.jp 

 Tel 070-4473-3944（担当︓⼤⽬）/ 03-6231-0183 
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 CureAppが取り組む事業 

 ニコチン依存症治療アプリ  2020年8⽉製造販売承認取得、同年12⽉保険適⽤・処⽅開始 

 ⾼⾎圧症治療アプリ  2022年4⽉製造販売承認取得、同年9⽉保険適⽤・処⽅開始 

 NASH  （⾮アルコール性脂肪肝炎） 
 治療アプリ 

 サワイグループホールディングス株式会社と共同開発中 /治験開始 

 減酒治療アプリ  独⽴⾏政法⼈国⽴病院機構久⾥浜医療センター、 
 岡⼭市⽴総合医療センター 岡⼭市⽴市⺠病院と共同研究 
 治験を終え、製造販売承認申請中 

 乳がん関連症状治療アプリ  乳がん患者向け  治療アプリを第⼀三共株式会社と共同開発中 

 慢性⼼不全治療アプリ  医療法⼈社団ゆみのをパートナーに開発中 

 慢性腰痛症治療アプリ  福島県⽴医科⼤学と開発中 

 APS事業  治療アプリの処⽅プラットフォーム「  App Prescription Service（ 
 APS）」を医療機関へ提供中 

 ⺠間法⼈向け事業  ascure卒煙プログラム（禁煙） 
 ascureDr.受診勧奨（⾼⾎圧） 
 ascure 重症化予防（⾎圧コース） 

 さらには、⽇本で⽣み出したモデルをベースに「⽇本発のデジタルヘルスソリューション」として、 
 ⽶国を中⼼にグローバルにおいても展開予定。 

 株式会社CureApp 会社概要 
 代表取締役社⻑︓佐⽵ 晃太 
 本社所在地︓東京都中央区⽇本橋⼩伝⾺町12-5 ⼩伝⾺町YSビル4階 
 事業内容︓プログラム医療機器開発、モバイルヘルス関連サービス事業 
 URL︓  https://cureapp.co.jp/ 

 問い合わせ先 
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